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平成２０年度動物実験倫理委員会報告

２）動物実験登録者

３）教育訓練出席者

5 4 3 2 1

21 5 5 0 0

20 7 3 1 0

15 9 6 1 0

14 10 5 2 0

28 1 1 0 0

25 4 1 0 0

23 6 1 0 0

24 6 0 1 0

27 2 1 0 0

25 4 1 0 0

28 2 1 0 0

15 11 5 0 0

265 67 30 5 0

72% 18% 8% 1% 0%

１）承認動物実験課題
総 数

35 題

研 究

28 題

教 育

7 題

計

５：そう思う ４：どちらかといえばそう思う ３：どちらともいえない ２：あまりそう思わない １：そう思わない

⑨実験動物の苦痛軽減（Refinement）に努めましたか

⑩施設を適切に使用しましたか

⑪実験期間中、実験実施者の安全は確保されましたか

⑫この実験は総合的にみてうまくいったと思いますか

⑤実験動物に愛護の精神で接しましたか

⑥実験動物の飼養と保管を適切に行いましたか

⑧実験動物数の削減（Reduction）に努めましたか

①実験計画は適切でしたか

②実験計画に沿って研究または教育を遂行しましたか

③当初の目的を達成しましたか

④十分な成果が得られましたか

481 匹 38 匹 8 匹

⑦実験動物の健康管理を適切に行いましたか

31 名

46 名

５）自己点検・評価
評 価

４）使用実験動物
マウス ラット モルモット イヌ

639 匹
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2008 年 4月 18 日

17) 外山三智雄，Raweewan Arayasantiparb，諏江美樹子，亀田綾子，佐々木善彦，羽山和秀，土持

眞： 唾液腺シンチグラフィにおける動態曲線初期相を用いた唾液腺疾患の分析，第 49 回日本歯科

放射線学会，名古屋国際会議場，2008 年 5月 17 日

18) 外山三智雄，佐々木善彦，織田隆昭，Raweewan Arayasantiparb，諏江美樹子，亀田綾子，羽山和

秀，土持 眞： 唾液腺シンチグラフィにおける動態曲線初期相を用いた唾液腺疾患の分析，第 17 回

日本シェーグレン症候群研究会，岐阜グランドホテル，2008 年 9月 20 日

19) 外山三智雄，佐々木善彦，織田隆昭，Raweewan Arayasantiparb，諏江美樹子，亀田綾子，羽山和

秀，土持 眞： 唾液腺シンチグラフィにおける動態曲線初期相を用いたシェーグレン症候群と口腔乾

燥症との比較，第 48 回日本核医学会総会，千葉幕張メッセ，2008 年 10 月 24 日

20) Toyama M, Arayasantiparb T, Oda T, Sue M, Kameda A, Sasaki Y, Hayama K, Tsuchimochi M: Study

of the diagnostic method for Siogren syndrome using sialoscintigraphy. 日本歯科放射線学会第 13回

臨床画像大会，第 7 回アジア国際顎顔面歯科放射線学会，奈良新公会堂，2008 年 11 月 21 日

21) Satoh Y, Ishizuka K, Murakami T. Effects of the vestibular nucleus stimulation on the jaw-opening

reflex in the rat. Neurosci Res, 61, S1: S97, 2008.

22) 佐藤義英，石塚健一，村上俊樹： 前庭神経核刺激による開口反射の変調，J Oral Biosci, 50,

Suppl.: 163, 2008.


